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旧中野刑務所正門の取扱いにかかる進捗状況について 

 

標記の件について、旧中野刑務所正門（以下「門」と言う）については、多

角的な調査としての学術調査を実施したところである。門の取扱いについて、

下記のとおり進捗状況について報告を行う。 

 

記 

１ 旧中野刑務所正門取扱いの再検討について 

昨年５月～１０月に実施した「旧中野刑務所正門学術調査」において、門の

曳家（ひきや）については技術的に可能であることがわかった。 

このことにより、当初の方針決定にかかる前提の一部に変更が生じたため、

区は門の取扱いについて再検討を行う。 

 

２ 教育委員会の意見聴取について 

門の取扱いについては、文化財的価値並びに保存および公開、平和の森小学

校の学校運営に影響があることから、昨年１２月に教育委員会に対して意見聴

取を行った。 

今後、区は教育委員会の意見を参考として方針を決定する。 

 

３ 文化財保護審議会への諮問について 

区からの意見聴取を受け、教育委員会は、本年１月に文化財保護審議会に

対して諮問を行った。 

 

４ 今後のスケジュール 

令和２年３月 文化財保護審議会（以降、複数回審議予定） 

 

 

 

 


